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研究課題名：職業生活における不満の発生から解消に至るまでの心理変容プロセスの研究 

研究期間： 2022 年 8 月 1 日  ～ 2024 年 1 月 31 日 

概要：（1,000 字以内で記述） 

背景）日本において、仕事や職業生活に関して強い不安や悩み，そして職場の不満に起因するストレスを感

じる労働者の割合が高い状態で推移している。しかしながら、職場で認識する不満の要因が、職場環境や立

場などで異なることも相俟って、職場環境の改善は進んでいるとは言い難い。 

目的）本研究の目的は、仕事や職業生活に関してストレスを感じたときの感情として、不満に焦点を当て、日

本における職場の不満に関するデータを対象として、不満の内容、及びその要因について、年代、職種等に

よる特徴を明らかにすることである。さらに、インタビュー調査によって、仕事や職業生活における不満の発生

から解消に至るまでの心理変容プロセスを明らかにする。 

結果）本研究では、日本における職場の不満に関するデータを分析し、年代、性別、職種による特徴を明らか

にした。特に、IT 関連従事者を対象にインタビュー調査を行い、不満の発生から解消に至るまでの心理変容プ

ロセスを明らかにした。それらの結果から、職場環境改善に向けての効果的な取り組みを検討することが可能

となった。 
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